
２００２年１０月１８日 

 

１０月２０日（日）から「ＦＭサルース」（横浜コミュニティ放送）が 

本放送を開始します。 

周波数８４．１ＭＨｚ、「日本一スタイリッシュな放送局」を目指します。 

 

東 京 急 行 電 鉄 株 式 会 社 

株式会社東急エージェンシー 

ｲｯﾂ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ株式会社 

 

東京急行電鉄（本社：東京都渋谷区、社長：上條清文）、東急エージェンシー（本社：

東京都港区、社長：久保恭一）、イッツ・コミュニケーションズ（本社事務所：横浜市

青葉区、社長：伊原光孝）の３社が中心となり、横浜市青葉区におけるコミュニティＦＭ

放送事業の実施を目的に設立した横浜コミュニティ放送株式会社（本社：横浜市青葉区、

社長：佐々倉守邦）では、本日（１８日）無線局免許の本免許（周波数８４．１ＭＨｚ）

を取得しました。これに伴い１０月２０日（日）から「ＦＭサルース」として本放送を

開始します。 

「ＦＭサルース」のコンセプトは「日本一スタイリッシュな放送局」です。放送エリア

である横浜市青葉区を中心とした多摩田園都市にふさわしい、音楽番組を主とした

高品位・高品質なプログラムを、有能なスタッフ、パーソナリティーによりお届けします。

またコミュニティＦＭ放送としての特性を生かし、鉄道運行情報、天気予報、青葉区

区政情報といった生活利便情報を提供するほか、地元ボランティアなどからの地域の身近

な話題や出来事を紹介するなど、地域の生活をより豊かなものにする放送内容となって

います。放送時間は、毎日午前７時から午後１１時までです。 

愛称の「サルース」は、ラテン語で「あいさつ」を意味する「ｓａｌｕｓ」から名付け

たもので、人々が出会い、行き交う「場」の象徴としての意味が込められています。

東急グループでは２００１年から、東急沿線の地域情報メディアとして、この「サルース」

という名前で沿線の生活サイトの運営および沿線情報誌の発行を行っており、今回

コミュニティＦＭ放送が新たに加わったことで、さらに充実した情報発信が可能となり

ます。 

今後は、地域の方々に愛される放送局として、地域社会と地域経済の発展に寄与して

いくことを願っています。 

 

「ＦＭサルース」の概要は次の通りです。 

 

 



「 Ｆ Ｍ サ ル ー ス 」 の 概 要 

 

○周 波 数  ８４．１ＭＨｚ 

 

○可聴エリア  別紙「可聴エリア・世帯数」をご参照下さい 

 

○放 送 時 間  午前７時から午後１１時まで 

 

○放 送 内 容  別紙「タイムテーブル」をご参照下さい 

 

○事 業 主 体  会 社 名：横浜コミュニティ放送株式会社 

所 在 地：神奈川県横浜市青葉区美しが丘二丁目１５番８号 

資 本 金：８０百万円 

設立年月日：２００２年７月１５日（登記） 

代表取締役：佐々倉 守邦（東京急行電鉄株式会社常務取締役） 

 

以 上 

 



ＦＭサルース可聴エリア・世帯数

電波による可聴エリア （約１６万世帯）

ＣＡＴＶ再送信による可聴エリア （約３５万世帯）

大和市
横浜市旭区

横浜市神奈川区

横浜市港北区

世田谷区

川崎市高津区

横浜市西区

横浜市中区

川崎市中原区

横浜市鶴見区

川崎市幸区

渋谷区

目黒区

川崎市川崎区

品川区

大田区
町田市

川崎市麻生区

横浜市青葉区

川崎市麻生区

横浜市緑区

川崎市宮前区

横浜市都筑区

電波に加えて、全ての

・iTSCOM放送サービス加入世帯
・iTSCOM CATV対応マンション・戸建住宅

で、FMサルース受信可能。

（再送信サービスのみでも可）

実質、“東急沿線FM”

“CATVネットワークで、青葉区FMから東急沿線FMへ”




